
成長力底上げ戦略」に関する有識者ヒアリング

「雇用の質」を改善する時代
2007年2月13日（火）15：00～16：00

慶應義塾大学　教授　島田晴雄
官邸「小ホール」

Ⅰ．はじめに
成長力底上げの基盤（人材能力、就業機会、中小企業の生産性）
強化は適切な戦略　

Ⅱ．経済成長の光と影
1.　「新成長時代」を実現した要因

・企業の体質改革とイノベーション

・政府の構造改革
金融改革

　　　　　　　　規制改革と競争政策
　　　　　　　　財政改革と公共事業の削減
　　　　　　　　産業再生と企業組織再編
　　　　　　　　会社法とコーポレートガバナンス

通信改革
　　　　　　　　労働改革

・低金利と低為替レート

2.　労働にしわ寄せ

・所得の伸び悩み
　　unit labor cost と国際競争力
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　・労働力の不活用もしくは濫用
・若年層：フリーター、NEET
・壮年：スリ切れる働き盛り
・熟年：活用されない熟練と生活不安

Ⅲ.　「雇用の質」を改善する時代
1.　機会（雇用、訓練、教育）に恵まれない人々

・失業者
・フリーター
・NEET
・公的扶助受給者

2.　問題は生産性格差

　・生産性の三重格差構造

　・極端に生産性の低い非製造業
・サービス

　　・流通
　　・建設・建築
　　・農林水産

3.　低生産性の構造要因
・業界の非競争体質
・情報の非開示もしくは不透明
・効率経営の不在

4.　深刻化する地域格差

5.　「雇用の質」を改善する時代
　　・競争条件の整備
　　・同じ人材でもより成果が挙がる仕組みを
　　・努力が報いられる仕組み
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Ⅳ.　提言
1.　底上げの対象と確定ーー緊急調査の必要

2.　「雇用の質」改善を戦略目標に
　　・第三次産業の情報開示、競争促進、仕組み改革
　　・働き方の多様化、自由な選択、成果の的確な評価
　　・訓練：教育機会の提供
　　・ワーク・ライフバランスの推
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